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静
岡
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裁
判
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支
部

請
求
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

国
家
賠
償
法
二
条
は
、
国
又
は
公
共
団
体
が
設
置
又
は

管
理
す
る
公
の
営
造
物
に
関
し
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て

の
国
又
は
公
共
団
体
の
賠
償
責
任
を
定
め
て
い
る
。
｢公

の
営
造
物
｣
と
は
、
国
又
は
公
共
団
体
に
よ
り
、
直
接
公

の
目
的
の
た
め
に
供
用
さ
れ
る
個
々
の
有
体
物
及
び
物
的

施
設
を
い
い
、
行
政
主
体
が
管
理
権
限
を
有
し
な
い
場
合

で
も
、
行
政
目
的
か
ら
事
実
上
管
理
し
て
い
る
も
の
は

｢公
の
営
造
物
｣
に
含
ま
れ
る
。

今
回
は
、
国
道
下
斜
面
が
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い

う
公
の
営
造
物

(公
営
造
物
)
に
該
当
す
る
か
争
わ
れ
た

事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

一≦ ′' ‘
　

　
　 　 　

煕

事
案
の
概
嚢

本
件
は
、
平
成
一
三
年
一
月
一
〇
日
に
発
生
し
た
国
道

一
三
五
号
線
下
斜
面
の
崩
壊
事
故
に
よ
り
傷
害
を
負
い
、

そ
の
後
死
亡
し
た
者
の
相
続
人
で
あ
る
原
告
ら
が
、
被
告

静
岡
県
及
び
被
告
国
を
相
手
に
、
同
事
故
は
国
道
の
設

置
･
管
理
の
瑕
疵
に
起
因
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と

主
張
し
て
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
き
、
損
害
賠

償
等
の
支
払
を
求
め
た
事
業
で
あ
る
。

前
提
事
実

①
平
成
一
三
年
一
月
一
〇
日
、
伊
豆
半
島
の
東
海
岸

に
面
し
た
静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
所
在
の
ホ
テ
ル

の
建
物

(以
下

｢本
件
建
物
｣
と
い
う
。)
と
、
そ

の
西
側
を
海
岸
線
に
沿
っ
て
ほ
ぼ
南
北
に
縦
走
す
る

国
道
一
三
五
号
線

(以
下

｢本
件
国
道
｣
と
い
う
。)

と
の
間
に
挟
ま
れ
て
存
在
す
る
急
な
傾
斜
地

(以

下

｢本
件
斜
面
｣
と
い
う
。
)
が
、
幅
約
一
0
m
、

高
さ
約

一
五
m
、
厚
さ
約
二
~
三
m
に
わ
た

っ
て

崩
壊
す
る
事
故
が
発
生
し

(以
下

｢本
件
事
故
｣

と
い
う
。
)、
そ
の
た
め
本
件
建
物
の
一
部
が
崩
れ

落
ち
た
土
砂
等
に
よ
り
損
壊
し
た
。
な
お
、
本
件

斜
面
の
う
ち
、
崩
壊
し
た
箇
所
は
、
図
1
に

｢崩

壊
斜
面
｣
と
表
示
さ
れ
た
部
分
で
あ
る

(以
下

｢崩
壊
斜
面
｣
と
い
う
)。

②
本
件
国
道
は
、
被
告
国
が
設
置
し
、
そ
の
後
道

路
法

一
三
条

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
被
告
静
岡
県

が
道
路
管
理
者
と
し
て
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管

理
を
し
て
い
る
一
般
国
道
で
あ
る
。

③
本
件
斜
面
の
所
有
関
係
及
び
土
地
境
界
は
、
図

1
の
と
お
り
で
あ
り
、
本
件
国
道
敷
地
及
び
本
件

斜
面
の
最
上
部
付
近
を
被
告
国
が
所
有
し
、
他
方

圓
遭
下
斜
面
が
国
家
賠
償
港
二
条
一項
に
い
う

公
の
営
造
物

(公
営
造
物
)
に
該
当
す
る
か
争
わ
れ
た
事
例

ー
国
道
一
二
五
号
線
下
斜
面
崩
壊
損
害
賠
償
請
求
事
件
-

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦



海
側
に
至
る
本
件
斜
面
の
東
側
大
部
分
の
土
地
を
ホ

テ
ル
が
所
有
し
て
い
る
。

二

主
な
争
点

1

争
点

①

本
件
斜
面
は
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い
う
公
の

営
造
物

(公
営
造
物
)
に
該
当
す
る
か
。

②

崩
壊
斜
面
周
辺
の
本
件
国
道
の
設
置
･
管
理
に
瑕

疵
が
あ
る
か
。

2

争
点
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
主
張

=

争
点
①

(本
件
斜
面
は
公
営
造
物
に
該
当
す
る
か
)

に
つ
い
て

(原
告
ら
)

本
件
斜
面
は
、
そ
の
所
有
関
係
に
か
か
わ
り
な
く
、

本
件
国
道
と
一
体
を
な
し
、
こ
れ
を
保
持
す
る
た
め
の

法
面
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
、
公
営
造
物
に
あ
た
る
。

す
な
わ
ち
、
本
件
斜
面
は
、
本
件
国
道
の
建
設
に

伴
い
法
面
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
に
草
木
が
繁
茂
し

て
い
た
も
の
で
、
こ
の
法
面
に
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
そ

の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
始
め
、
擁
壁
な
ど
不
十
分
な

が
ら
も
崩
壊
防
止
対
策
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
自
然
の
斜
面
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
国
道
の

法
面
の
崩
壊
防
止
の
た
め
の
適
切
な
斜
面
対
策
を
講
ず

る
こ
と
は
、
国
道
所
有
者
の
義
務
で
あ
る
。

(被
告
静
岡
県
)

公
営
造
物
と
は
、
広
く

｢公
の
目
的
に
供
用
さ
れ

の
で
あ
っ
て
、
国
道
設
置
者
あ
る
い
は
国
道
管
理
者

て
い
る
有
体
物
｣
つ
ま
り

｢公
物
｣

一
般
を
指
し
、

は
、
一
体
と
し
て
の
法
面
が
崩
壊
し
な
い
よ
う
、
防
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自
然
公
物
も
公
営
造
物
に
あ
た
る
が
、
直
接
公
共
の

用
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
然
の
ま
ま
何
ら
の
管
理

も
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
公
営
造
物
と
は
い
え

な
い
。
ま
た
、
道
路
と
は
、
｢
一
般
交
通
の
用
に
供

す
る
道
で
ー
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
!
等
道
路
と
一
体
と

な
っ
て
そ
の
効
用
を
全
う
す
る
施
設
又
は
工
作
物
及

び
道
路
の
附
属
物
で
当
該
道
路
に
附
属
し
て
設
け
ら

れ
て
い
る
も
の
を
含
む
｣
(道
路
法
二
条
一
項
)
と
･

さ
れ
て
い
る
。

本
件
斜
面
は
、大
半
が
ホ
テ
ル
の
所
有
地
で
あ
り
、

そ
の
一
部
が
被
告
国
の
所
有
地
で
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
直
接
公
共
の
用
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
然
の
ま

ま
何
ら
の
管
理
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。し
た
が
っ
て
、

本
件
斜
面
は
公
営
造
物
と
い
え
な
い
。

(被
告
国
)

本
件
斜
面
は
、
国
有
地
の
部
分
を
含
め
、
全
て
自

然
の
斜
面
で
あ
っ
て
、
公
営
造
物
に
該
当
し
な
い
。

②

争
点
②

(崩
壊
斜
面
周
辺
の
本
件
国
道
の
設
置
･
管

理
に
瑕
疵
が
あ
る
か
)
に
つ
い
て

(原
告
ら
)

○
本
件
斜
面
自
体
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

(側
溝
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
省
略
)

本
件
斜
面
は
、
本
件
国
道
の
法
面
と
し
て
、
そ
の

所
有
関
係
に
か
か
わ
り
な
く
こ
れ
と
一
体
を
な
す
も

は
、
一
体
と
し
て
の
法
面
が
崩
壊
し
な
い
よ
う
、
防

護
柵
や
ブ
ロ
ッ
ク
積
な
ど
崩
壊
防
止
対
策
を
講
じ

て
、
こ
れ
を
安
全
に
維
持

･
管
理
す
べ
き
義
務
を
負

う
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ホ
テ
ル
所
有
部
分
に
万
一
崩
壊
な
ど

の
事
態
が
発
生
す
れ
ば
、
直
ち
に
国
有
地
の
路
肩
に

直
接
影
響
し
、
事
態
に
よ
っ
て
は
側
溝
か
ら
本
件
国

道
そ
の
も
の
も
崩
壊
な
ど
の
危
険
に
陥
る
か
ら
、
ホ

テ
ル
所
有
部
分
は
、
自
然
の
斜
面
と
か
、
本
件
国
道

と
無
関
係
な
斜
面
な
ど
で
は
な
く
、
ま
さ
に
本
件
国

道
の
法
面
と
し
て
一
体
を
な
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル
所

有
部
分
に
は
、
図
1
の
と
お
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
、
野

面
石
横
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
な
ど
が
法
面
に
設
置

さ
れ
る
べ
き
防
護
策
と
し
て
施
さ
れ
、
法
面
の
補
強

策
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
国
道
設
置
者
が
、

土
地
所
有
者
の
承
諾
の
も
と
に
設
置
し
た
も
の
と
推

認
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
斜
面

付
近
は
、
脆
弱
な
地
質
が
分
布
す
る
急
傾
斜
地
危
険

箇
所
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
た
場
所
で
あ
り
、特
に
、

本
件
斜
面
の
す
ぐ
横
の
斜
面
に
は
以
前
に
小
崩
壊
し

た
痕
跡
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
上
記
の
義
務

は
な
お
さ
ら
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
本
件
国
道

の
設
置
者
又
は
管
理
者
た
る
被
告
ら
と
し
て
は
、
大

量
降
雨
時
で
も
崩
壊
し
な
い
よ
う
防
護
施
設
等
を
講

じ
て
、
地
滑
り
を
抑
止
し
、
法
面
の
安
定
を
図
る
た



め
の
十
分
な
排
水
対
策
な
ど
本
件
斜
面
の
下
に
位
置

周
知
さ
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
国
道

て
、
被
告
ら
が
、
本
件
国
道
の
使
用
に
供
す
る
た
め
、
本

す
る
本
件
建
物
を
保
護
す
る
た
め
の
適
切
な
斜
面
対

の
管
理
者
又
は
所
有
者
が
自
然
の
斜
面
に
防
護
施
設

件
斜
面
に
改
造
等
を
加
え
る
な
ど
し
た
形
跡
は
窺
わ
れ
な

策
を
施
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
何
ら
の
防
護
策
を

講
ぜ
ず
、
漫
然
と
放
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

(被
告
静
岡
県
)

○
本
件
斜
面
自
体
の
設
置
、
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

(側
溝
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
省
略
)

本
件
斜
面
の
大
半
は
、
ホ
テ
ル
の
所
有
地
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
管
理
責
任
が
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
本
件
斜
面
上
に
存
在
し
て
い
た
擁
壁

等
は
、
被
告
静
岡
県
が
設
置
し
た
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
本
件
斜
面
は
、
急
斜
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

斜
面
崩
壊
の
一
般
的
な
危
険
性
が
あ
る
箇
所
で
あ
る

こ
と
は
地
域
住
民
及
び
関
係
者
に
周
知
さ
れ
て
い
た

が
、
崩
壊
の
具
体
的
な
危
険
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た

も
の
で
は
な
く
、
風
化
等
に
よ
っ
て
次
第
に
脆
弱
化

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
被
告
静
岡
県
は
、
こ
の
付
近

に
脆
弱
な
地
質
が
分
布
し
て
い
た
こ
と
を
本
件
崩
壊

以
前
に
は
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。

(被
告
国
)

ア

設
置
の
瑕
疵
に
つ
い
て

崩
壊
斜
面
の
大
部
分
は
ホ
テ
ル
の
所
有
地
で
あ

り
、
本
件
国
道
の
設
置
後
、
本
件
事
故
当
時
と
同
程

度
の
降
雨
状
況
下
に
お
い
て
崩
壊
斜
面
が
同
様
に
崩

壊
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
仮
に
、
本
件
斜
面
が
急

傾
斜
地
危
険
箇
所
と
し
て
地
域
住
民
及
び
関
係
者
に

の
管
理
者
又
は
所
有
者
が
自
然
の
斜
面
に
防
護
施
設

等
を
設
置
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
本
件
国
道

の
安
全
性
に
欠
け
て
い
た
と
は
い
え
ず
、
設
置
に
つ

い
て
の
瑕
疵
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

イ

管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

本
件
国
道
の
管
理
の
主
体
は
被
告
静
岡
県
で
あ

り
、
こ
れ
に
つ
き
責
任
を
負
う
主
体
も
被
告
静
岡
県

で
あ
っ
て
、
被
告
国
で
は
な
い
。

三

主
な
争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

主
文原

告
ら
の
請
求
を
、
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

1

争
点
①
に
つ
い
て

公
営
造
物
と
は
、
国
又
は
公
共
団
体
に
よ
り
直
接
公
の

目
的
に
供
さ
れ
る
有
体
物
又
は
物
的
設
備
を
指
称
し
、
国

又
は
公
共
団
体
が
法
律
上
の
管
理
権
や
私
法
上
の
権
原
を

有
し
て
い
な
く
て
も
事
実
上
管
理
し
て
い
る
状
態
に
あ
れ

ば
足
り
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
直
接
公
の
目
的
に
供

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
物
は
公
営
造
物
に
は
あ
た
ら
な
い
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
件
国
道
は
、
自
然
の
急
な
傾
斜
地
の
中

腹
部
分
を
一
部
掘
削
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
が
、
本
件
斜
面
は
、
自
然
斜
面
で
あ
り
、
本
件
国
道
の

一
部
で
は
な
く
、
そ
の
建
設
及
び
そ
の
後
の
維
持
に
お
い

件
斜
面
に
改
造
等
を
加
え
る
な
ど
し
た
形
跡
は
窺
わ
れ
な

い
。
ま
た
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
斜
面
に
設
置
さ
れ
て

い
た
野
面
石
積
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
及
び
本
件
擁
壁

(図
1
記

載
の
と
お
り
)
は
、
被
告
静
岡
県
等
に
設
置
関
係
の
記
録

が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
、
い
ず
れ
の
物
件
も
被
告
静
岡
県

等
が
設
置
す
る
場
合
の
技
術
基
準
に
は
適
合
し
な
い
構
造

が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
仮
に
被
告
静
岡
県
等
が
設
置
し

た
場
合
に
は
、
通
常
設
置
者
に
お
い
て
敷
地
を
買
収
す
る

取
扱
い
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
の
物
件
が
、
い
ず
れ
も
ホ
テ
ル
の

所
有
地
内
に
設
置
さ
れ
、、本
件
斜
面
に
つ
き
、
被
告
静
岡

県
等
に
よ
る
事
実
上
の
管
理
も
一
切
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
等
の
事
実
に
照
ら
す
と
、
ホ
テ
ル
に
お
い
て
設
置

し
た
も
の
と
推
認
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

本
件
斜
面
の
う
ち
、
被
告
国
所
有
部
分
を
含
め
、
本
件
国

道
の
路
肩
部
分
を
支
持
す
る
に
相
当
な
範
囲
の
斜
面
を
含

む
土
地
部
分

(以
下

｢対
象
斜
面
｣
と
い
う
。)
は
、
本

件
国
道
の
一
部
と
し
て
、
そ
の
維
持
等
に
関
連
し
て
い
る

と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
認
定
を
覆
す
に
足
り
る
証
拠

は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
斜
面
の
全
体
が
本
件
国
道
と
一
体

を
な
し
こ
れ
を
保
持
す
る
法
面
で
あ
る
か
ら
公
営
造
物
に

該
当
す
る
旨
の
原
告
ら
の
主
張
は
、
上
記
対
象
斜
面
を
除

く
そ
の
余
の
斜
面
に
つ
い
て
は
理
由
が
な
い
。



2

被
告
静
岡
県
の
責
任

の

争
点
②
に
つ
い
て

ア

本
件
斜
面
自
体
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

前
記
の
と
お
り
、
本
件
国
道
は
、
被
告
静
岡
県
に

お
い
て
管
理
さ
れ
て
き
た
公
営
造
物
で
あ
る
が
、
前
記

対
象
斜
面
を
除
く
本
件
斜
面
は
、
本
件
国
道
の
一
部
を

構
成
す
る
も
の
で
な
く
、
公
営
造
物
と
は
い
え
な
い
か

ら
、
本
件
斜
面
上
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
被
告
静
岡
県

は
、
原
則
と
し
て
管
理
上
の
責
任
を
負
担
す
る
も
の
と

は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
道
路
と
の
一
体
性
故
に

本
件
斜
面
全
体
に
つ
い
て
も
当
然
に
被
告
静
岡
県
の
管

理
が
及
び
、
危
険
防
止
義
務
を
負
う
旨
の
原
告
ら
の
主

張
は
採
用
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
本
件
斜
面
で
発
生

し
た
事
故
で
あ
っ
て
も
、
対
象
斜
面
の
瑕
疵
に
起
因
し

た
事
故
に
つ
い
て
は
、
被
告
静
岡
県
が
責
任
を
負
う
べ

き
で
あ
り
、
特
に
、
本
件
の
ご
と
く
、
路
肩
部
分
か
ら

海
側
方
向
に
向
け
て
自
然
な
形
状
を
維
持
し
た
斜
面
が

継
続
し
、
し
か
も
、
こ
れ
が
急
傾
斜
に
な
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
本
件
斜
面
の
状
況
如
何
は
、
ひ
い
て
路
肩
部

分
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
道
路
と
し
て
の
安
全
な
機
能

を
損
な
う
事
態
に
発
生
し
か
ね
な
い
危
険
性
を
全
く
否

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
対
象
斜
面
の
瑕
疵
の

有
無
を
判
断
す
る
に
際
し
て
は
、
対
象
斜
面
の
み
な
ら

ず
、
本
件
斜
面
の
全
体
的
状
祝
、
当
該
事
故
の
態
様
、

原
因
等
諸
般
の
事
情
に
照
ら
し
た
検
討
を
要
す
る
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
検
討
す
る
と
、
崩
壊
斜
面
の
山
側
の
対
象

斜
面
を
除
く
大
部
分
は
、
ホ
テ
ル
の
所
有
に
か
か
る

も
の
で
あ
る
こ
と
、
本
件
斜
面
に
設
置
さ
れ
た
ブ
ロ

ッ
ク
積
、
野
面
石
積
及
び
本
件
擁
壁
は
、
い
ず
れ
も

ホ
テ
ル
所
有
地
内
に
存
在
し
、
そ
の
構
造
物
の
性
状

か
ら
み
て
、
本
件
斜
面
か
ら
の
土
砂
等
に
よ
る
本
件

建
物
へ
の
危
険
な
い
し
災
害
を
防
止
す
る
補
強
策
と

し
て
、
ホ
テ
ル
例
の
手
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
斜
面
の
危
険
対
策
等
管
理

責
任
は
、
も
っ
ぱ
ら
ホ
テ
ル
に
属
し
て
い
た
と
認
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
本
件
擁
壁
の
構
造
や
設
置
方
法
を

考
慮
す
る
と
、
本
件
擁
壁
の
存
在
自
体
が
本
件
事
故

誘
発
の
直
接
の
原
因
を
構
成
し
て
い
る
と
ま
で
は
認

め
難
い
も
の
の
、
本
件
斜
面
の
防
護
壁
と
し
て
相
当

年
数
を
経
過
し
て
お
り
、
す
で
に
不
適
切
な
管
理
状

態
に
至
っ
て
い
た
疑
い
が
濃
厚
で
あ
る
。
そ
し
て
、

証
拠
上
、
本
件
事
故
の
詳
細
な
機
序
は
明
確
で
は
な

い
が
、
斜
面
崩
壊
の
事
故
前
後
の
状
況
の
ほ
か
本
件

推
測
を
も
総
合
考
慮
す
る
と
、
本
件
事
故
は
、
本
件

斜
面
の
樹
木
の
生
育
、
地
質
、
雨
水
の
浸
透
等
長
年

の
期
間
に
わ
た
る
自
然
的
環
境
作
用
が
主
な
要
因
と

な
り
、
本
件
事
故
直
前
の
集
中
豪
雨
と
相
ま
っ
て
、

周
辺
土
地
に
比
べ
て
脆
弱
地
質
で
あ
っ
た
崩
壊
斜
面

の
ほ
ぼ
中
央
付
近
の
土
庄
に
変
化
が
生
じ
、
本
件
擁

壁
の
基
礎
部
分
か
ら
下
方
へ
滑
動
を
起
こ
し
て
、
そ

の
背
面
側
土
砂
と
と
も
に
下
方
に
崩
壊
し
た
も
の
と

確
認
す
る
の
が
相
当
で
あ
る

(本
件
推
測
は
、
崩
壊

斜
面
の
現
場
の
状
況
に
照
ら
し
て
不
合
理
な
も
の
と

は
認
め
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
、
証
言
に
よ
れ
ば
、
こ

れ
と
同
様
の
機
序
に
よ
る
崩
落
の
事
例
も
し
ば
し
ば

み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。)。
加
え

て
、
本
件
事
故
当
時
ま
で
に
、
本
件
斜
面
に
お
い
て
、

多
少
の
表
層
土
砂
の
崩
落
が
見
ら
れ
た
部
分
は
あ
る

も
の
の
、
路
肩
部
分
を
含
む
本
件
国
道
の
安
全
性
に

直
ち
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
危
険
な
兆
候
が
あ
っ

た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
事
情
も
認
め
ら
れ
な
い
。

し
て
み
る
と
、
被
告
静
岡
県
に
お
い
て
、
対
象
斜

"皆クニJラ ハ̂ と̂ l^

面
が
そ
の
余
の
本
件
斜
面
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
本

件
国
道
の
安
全
を
脅
か
す
に
至
っ
て
い
る
具
体
的
危

険
性
を
予
見
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
困
難
で
あ
り
、

本
件
事
故
時
ま
で
に
、
崩
壊
斜
面
が
そ
の
周
辺
と
比

較
し
て
、
地
質
的
に
脆
弱
な
地
盤
で
あ
る
こ
と
を
被

告
静
岡
県
は
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
点
を
考
慮
し
て

も
、
被
告
静
岡
県
に
対
象
斜
面
の
管
理
に
お
い
て
瑕

疵
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
か
か
る
原
告
ら
の
主
張
は
理

由
が
な
い
。

イ

側
溝
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

次
に
、
原
告
ら
は
、
本
件
国
道
の
海
側
の
側
溝
が

山
側
に
比
し
て
小
さ
い
こ
と
、
海
側
の
側
溝
の
海
側

の
壁
が
高
く
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
つ

つ
、
本
件
事
故
当
時
、
同
側
溝
が
詰
ま
っ
て
排
水
に



支
障
を
来
た
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
本
件
国
道
上
の
瑕

3

被
告
国
の
責
任

疵
に
よ
っ
て
、
溢
れ
た
雨
水
が
本
件
斜
面
を
流
下
し

本
件
国
道
は
、
被
告
国
に
お
い
て
設
置
し
た
も
の
で
あ

て
本
件
事
故
が
誘
発
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。

る
が
、
本
件
国
道
の
設
置
に
お
い
て
瑕
疵
が
あ
る
と
は
認

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
国
道
の
海
側
の
側
溝
の
う

め
ら
れ
な
い
。

ち
、
崩
壊
斜
面
か
ら
北
方
に
坂
を
相
当
下
っ
た
場
所

ま
た
、
本
件
国
道
の
管
理
は
、
対
象
斜
面
を
含
め
、
こ

で
草
や
土
砂
等
が
側
溝
内
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は

れ
を
専
ら
被
告
静
岡
県
に
お
い
て
行
っ
て
き
た
も
の
で
あ

窺
え
る
も
の
の
、
崩
壊
斜
面
付
近
の
側
溝
の
排
水
機

り
、
被
告
国
が
関
与
し
た
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
。
す
な

能
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
と
認
め
る
に
足
り
る
証

わ
ち
、
本
件
国
道
は
、
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す

拠
は
な
い
。
か
え
っ
て
、
斜
面
崩
壊
部
分
の
本
件
国

る
政
令
に
よ
る
指
定
区
間
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
件
国
道

道
の
海
側
路
肩
部
分
に
は
、
側
溝
の
さ
ら
に
海
側
に

の
管
理
は
、
そ
の
設
置
以
来
、
法
定
受
託
事
務
と
し
て
被

盛
り
上
が
っ
た
土
が
土
手
の
よ
う
に
存
在
し
て
お
り
、

告
静
岡
県

(か
つ
て
は
機
関
委
任
事
務
と
し
て
静
岡
県
知

こ
れ
が
本
件
国
道
か
ら
崩
壊
斜
面
へ
の
水
の
流
下
を

事
)
が
行
い
(道
路
法
一
三
条
一
項
･
九
七
条
一
項
一
号
、

防
止
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る

地
方
自
治
法
二
条
九
項
一
号
)、
被
告
国
が
こ
れ
に
関
与

と
、
従
前
か
ら
は
も
と
よ
り
、
本
件
事
故
当
日
の
集

で
き
る
場
合
に
該
当
せ
ず

(地
方
自
治
法
二
四
五
条
以

中
豪
雨
の
際
に
も
、
上
記
側
溝
と
相
ま
っ
て
十
分
に

下
)、
も
と
よ
り
被
告
国
は
管
理
に
つ
き
費
用
を
負
担
し

排
水
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま

て
い
な
い

(道
路
法
五
〇
条
二
項
本
文
)。
し
た
が
っ
て
、

た
、
証
人
の
証
言
中
に
は
、
本
件
擁
壁
の
背
面
に
お

本
件
に
お
い
て
、
被
告
国
は
、
本
件
国
道
の
管
理
に
つ
き

け
る
地
中
の
水
位
の
上
昇
が
崩
壊
の
要
因
と
考
え
ら

責
任
を
負
う
主
体
な
い
し
立
場
に
は
な
く
、
管
理
上
の
瑕

れ
る
と
し
て
、
そ
の
水
位
上
昇
は
専
ら
本
件
斜
面
目

疵
を
理
由
と
す
る
原
告
ら
の
主
張
は
失
当
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
国
道
の
海
側
の
側
溝
の
う

ち
、
崩
壊
斜
面
か
ら
北
方
に
坂
を
相
当
下
っ
た
場
所

で
草
や
土
砂
等
が
側
溝
内
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は

窺
え
る
も
の
の
、
崩
壊
斜
面
付
近
の
側
溝
の
排
水
機

能
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
と
認
め
る
に
足
り
る
証

拠
は
な
い
。
か
え
っ
て
、
斜
面
崩
壊
部
分
の
本
件
国

道
の
海
側
路
肩
部
分
に
は
、
側
溝
の
さ
ら
に
海
側
に

盛
り
上
が
っ
た
土
が
土
手
の
よ
う
に
存
在
し
て
お
り
、

こ
れ
が
本
件
国
道
か
ら
崩
壊
斜
面
へ
の
水
の
流
下
を

防
止
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
従
前
か
ら
は
も
と
よ
り
、
本
件
事
故
当
日
の
集

中
豪
雨
の
際
に
も
、
上
記
側
溝
と
相
ま
っ
て
十
分
に

排
水
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま

た
、
証
人
の
証
言
中
に
は
、
本
件
擁
壁
の
背
面
に
お

け
る
地
中
の
水
位
の
上
昇
が
崩
壊
の
要
因
と
考
え
ら

れ
る
と
し
て
、
そ
の
水
位
上
昇
は
専
ら
本
件
斜
面
自

体
に
降
っ
た
雨
水
が
原
因
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
国
道
の
両
側
の
側
溝
の
排
水
能

力
に
違
い
が
あ
る
こ
と
や
、
海
側
の
側
溝
の
海
側
の

壁
が
高
く
な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
側

溝
と
し
て
有
す
べ
き
通
常
の
安
全
性
を
欠
い
て
い
た

も
の
と
は
到
底
い
え
な
い
し
、
本
件
事
故
に
結
び
つ

く
よ
う
な
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

4

結
論

以
上
に
よ
れ
ば
、
原
告
ら
の
主
張
は
、
そ
の
余
の
争
点

に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
い
ず
れ
も
採
用
で
き

ず
、
本
件
請
求
は
理
由
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
を
棄
却
す

る
こ
と
と
し
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。
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